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 いよいよ桜が少しずつ咲き始めています。今年度も図工室ではつくったりかいたりする中で、子供たちの

さまざまな思いに出会うことができました。4 年間共に図工室で過ごした 6 年生の子供たちの最後の活動、

3年生から5年生の子供たちの3学期の活動についてご紹介したいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和5年 3月 20日 

荒川区立赤土小学校 

校  長 石塚 秀行 

図工専科 中島 綾子 

 

 

＜6年生 最後の作品＆在校生へのメッセージ＞ 

「私はデザイナー～１２才の力で～」（木工作） 

 6 年生の最後の題材として、木工作を行いました。卒業の記念にもなるように、ずっととっておきたい

ものとしてそれぞれ自分のアイデアを膨らませました。 

板を切るときや釘を打つときに板が不安定な時は、自然と友達同士で協力するなど６年生の子供たちの

いいところを見ることができました。 

出来上がった作品は、卒業を感謝する会でお家の人や先生方に見ていただきました。見てくれる人がい

ることで、子供たちはつくるときにはより意欲的に、そして見てくれた人からいろいろな感想をもらえる

嬉しさを味わえたのではないかと思います。 

 

 

在校生へのメッセージ 

 最後の図工の時間は、図工室にくる在校生たちに一言メッセージを書きました。 

「思い通りにならなくても大丈夫！図工を楽しもう！」「自分をいろいろ表現できるのが楽しい！とにか

くチャレンジしてみよう！」「たまには立ち止まって考えて、自分が満足できるように！」など、紙の形

にも言葉にも、それぞれの思いが見えるメッセージになりました。 

  

第 99回卒業生のみなさん、卒業おめでと 

う！それぞれの場所で自分の色を生かして 

くださいね。保護者の皆様、さまざまな場面 

でのご理解、ご協力ありがとうございました。 

                    

 

 

 
 

  




